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⑲ くだものの里まつかわ発電所
（R3.4.1運転開始）

⑱ 信州もみじ湖発電所 （R3.6.1運転開始）

⑳ 小渋えんまん発電所 （R3.4.1運転開始）

㉖ 金峰山川発電所 （R6.6.1運転開始）

㉕ 森泉湯川発電所 （R6.6.1運転開始）

㉔ 越百（こすも）のしずく発電所
（令和４年７月着工）

～長野県企業局は2050ゼロカーボン達成に向け水力発電の取組を進めています～

『長野県公営企業経営戦略』に基づき、水力発電所数を現在の

25か所から令和７年度までに着手ベースで36か所とすることを

目標に新しい発電所の建設・改修等を推進。

（完成イメージ）

≪企業局の発電所数≫

※１：25か所中5か所は出力アップのため大規模改修中
※２：( )内は賄える世帯数を1世帯の年間消費電力量3.6千kWhで試算
※３：改修中の施設があるためR5実績では221,208千kWh（約6万世帯）

企業局水力発電所の状況等

区分
発電
所数

出力合計
(kW)

発電電力量
（※２）

運転中
25
(※1)

104,951
426,114千kWh
(11万8千世帯)

建設中
(受託工事含む)

5 4,958
23,673千kWh
(7千世帯)

計 30 109,909
449,787千kWh
(12万5千世帯)

(※3)

㉗ 湯の瀬いとおしき発電所
(令和５年７月着工)
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市町村や関係部局との連携による「新規電源開発地点発掘プロジェクト」において、「再生可能エネルギーの供給拡大」等に向け推進

○ 老朽化した基幹発電所等の大規模改修

○ 新しい水力発電所の建設 ○ 受託 工事： 調査：２か所４か所

４か所

１か所

企業局の水力発電所一覧
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令和６年６月に運転開始した水力発電所（佐久地域では企業局発電所は初）

≪特色≫

・湯川ダム（建設部所管）の放
流水とダムの落差を活用して
発電

・ダムの高さを有効活用するた
め、横軸フランシス水車を採
用

・停電時も発電できる自立運転
機能を付加

最大出力 最大使用水量 有効落差 年間発電量

145kW 1,10m3/s 16.30m
950千kWh
(約260世帯分)

最大出力 最大使用水量 有効落差 年間発電量

151kW 0.73m3/s 26.40m
690千kWh
(約190世帯分)

発電所近景

しゅん工式の様子（令和６年６月６日）

≪特色≫

・阿知端下砂防堰堤（建設部管
理）の落差を活用して発電

・水量が少なくても安定した運
転ができる「S型チューブラ
水車」を初めて採用

・停電時も発電できる自立運転
機能を付加

・水力発電の仕組みや川上村の
ＰＲが閲覧できるデジタルサ
イネージ設置

あ ち ば け
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≪金峰山川発電所（川上村）≫

阿知端下砂防堰堤と金峰山川発電所

発電所

阿知端下砂防堰堤
（建設部管理）

≪森泉湯川発電所（御代田町）≫

湯川ダムと森泉湯川発電所

発電所

湯川ダム
（建設部管理）

水車発電機の試運転状況



改修による出力増

（改修中 ４か所）

企業局初の新型フランシス水車の採用

新規発電所の建設

（建設・設計中 ５か所）

現在建設中・改修中の水力発電所

発電所

取水口

１号機の発電機組立

１号機の水車組立

令和７年度中の運転開始を予定

令和７年度中の運転開始を予定

越百のしずく発電所（飯島町）

湯の瀬いとおしき発電所（長野市）

与田切発電所（飯島町）

豊丘ダム発電所（須坂市）

湯の瀬ダム

美和発電所（伊那市）

春近発電所（伊那市）

試験運転中

令和７年度中の運転開始を予定令和７年度中の運転開始を予定
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令和７年度中の運転開始を予定令和６年10月運転開始予定



新規電源開発地点発掘プロジェクト（H30～）

令和４年度 飯田市・松本市・上田市に発電建設事務所を設置

令和５年度 環境部と連携し、各地域振興局と情報交換

令和６年度 ・金峰山川発電所、森泉湯川発電所の運転開始

・新たに、安曇野市、川上村、南牧村、長和町、
飯島町の５地点で年間発電量や運営コストなど
を評価、事業性を検討

・更に、飯田市、阿智村、根羽村など６地点で
河川流量の調査を予定

市町村と連携した電源開発の加速化

４、５年度調査地点数と６年度事業性評価地点
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（左記に加え）

市町村等からの要請による発電施設の開発支援

流量観測

支援協定に基づく調査・簡易評価の受託実施
（木祖村・高森町）

土地改良区からの受託による
菅平小水力発電所の整備

発電所



981 

2,320 

7,021 

21,026 
21,199 

22,216 375 

4,809 

7,313 

1,581 

4,173 

22,381 

29,908 

40,723 

住宅太陽光発電

その他
太陽光発電

水力発電

その他
バイオマス発電、

太陽熱、バイオマス熱

単位：TJ

2010年度
（基準）

2021年度
（最新実績）

2030年度
（目標）

基準年度比

３割増

基準年度比
倍増

長野県ゼロカーボン戦略における再生可能エネルギー生産量の目標

（98.7万ｋＷ）

（103.2万ｋＷ）

水力発電において
2021年度比で
1,017ＴＪ増加

（4.5万ｋＷ増加）
させる目標
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企業局発電施設
の新設・改修に
より、このうち
１万ｋＷ程度を
賄う計画



１ 概 要

「2050ゼロカーボン」の実現を目指し、県庁舎で

使用している電気について、７月１日から100％企業

局水力発電に切り替え
（注）発電量が不足する場合など一部を除く。

２ 県庁舎電気の再エネによる地消地産化

県庁舎で使用する電気について、

・昨年７月から、一部を企業局発電所から自己託送❶

・本年７月から、残りの電気についても、企業局からの

再エネ供給に切り替え❷❸

県庁舎電気を自己託送などにより再エネ100％で地

消地産化する取組は、全国初

３ 効 果

(1) 新たに500世帯分の電気を地消地産化
（注）県庁舎電気の全体では 1,300世帯分に相当

(2) 引き続き約2,000ｔ/年の温室効果ガスを削減
（令和４年度比）

(3) 県庁舎電気料 約1300万円/年の費用を削減
（令和５年度比）
（企業局収支には影響なし）

４ 今後の取組

長野県公営企業経営戦略に定める「エネルギー自立

分散型で災害に強い地域づくり」の実現に向け、引き

続き、企業局電気の活用について地域内経済循環の

視点を踏まえ、検討を進める。

❶自己託送

kW

０時 24時

本年７/1~
企業局再エネ

12時

企業局水力発電所

❶自己託送

県庁舎

8発電所

4発電所

小売
事業者

❷残りの電気

再エネ

再エネ

昨年７月～

❸企業局からの再エネ供給

本年７月１日～

（注）❶自己託送：企業局水力発電所から県庁舎への再エネ電気の供給。
活用できる４発電所だけでは電気が不足する場合がある。

小売を通じ「信州Greenでんき」として販売

企業局電気の県庁舎への供給（県庁舎の電気を100％地消地産化）
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災害時における地域への電力供給の検討

長野県公営企業経営戦略の基本方針に掲げる「エネルギー自立分散型で災害に強い地域づくり」の具現化のため、中山間地域に立地する
水力発電所の特性を活かし、自立運転機能を活用した防災対策を検討

（大規模停電等に企業局発電所から地域防災拠点等への電力供給が可能となる「地域連携水力発電マイクログリッド」の検討）

（１）水力発電所自立運転機能追加

・新しい水力発電所は停電時の自立運転機能

を付加して建設
横川蛇石（辰野町）、信州もみじ湖（箕輪町）、

小渋えんまん（松川町）など

・既存発電所は改修して自立運転機能を追加

西天竜（伊那市）、大鹿（大鹿村）など

（２）地域防災拠点等への電力供給

・事業スキームや発動に関する課題を検討

・送配電事業者、市長村と情報交換

これまでの取組

自立運転機能を持つ発電所を活用し、対象地域を
設定して、送配電事業者及び関係自治体とともに、
停電時を想定した電力供給に関する実証を検討
（大鹿村などを想定）

これからの取組（令和６年度事業）

目的・概要

平常時

（売電）

企業局水力発電所

（送配電業者からの送電）

配電線
・役場
・社会福祉施設
・地域の住民 等

被災時

配電線

企業局水力発電所

配電線

・避難所等

配電線

（自立運転）

（地域内へ送電）

（断線等によって停電）

企業局水力発電所が配電線の被災箇所より集落側にあ
る場合、自立運転機能により避難所等に送電が可能

送電線

地域連携水力発電マイクログリッド （イメージ図）
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地域に開かれた発電所づくり①

〇 新たに建設又は改修する発電所は「地域連携型水力発電所」として、計画段階から発電所周辺地域の
皆様に参画いただくとともに、完成後は地域の観光資源や学習の場として活用。

・ 令和６年５月29日、売電契約者の㈱ＵＰＤＡＴＥＲ主催で、白馬高校生・白馬村役場等の関係者による
企業局発電所の見学ツアーを開催。

・ 横川蛇石発電所及び西天竜発電所を見学するともに、新設した交流センターで、関係者による脱炭
素に関するワークショップを行い、水力発電や脱炭素化について学習。

白馬高校生などによる脱炭素スタディツアー

横川蛇石発電所（辰野町）の見学 西天竜発電所（伊那市）の見学 脱炭素に関するワークショップ
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〇 地元地区や自治体等と連携協定を締結し、発電所のＰＲ・活用や周辺環境の維持に関し協働関係を構
築。

〇 周囲が停電しても、自立運転機能により電源供給が可能であり、災害時には避難施設としての活用も
可能。

地域に開かれた発電所づくり②

「横川蛇石発電所」の取組事例
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協定調印式 地域の皆様との協働作業 発電所展望デッキ

「西天竜発電所」の取組事例

自立運転機能 ＥＶ充電器 災害時に関する伊那市との協定


